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Introduction

　第3回となる今回のMEDTEC INNOVATION symposium and pitchは、LINK-J初の東京・大阪2会場とオン
ラインによる三元開催です。これまで医療機器開発の発展に貢献する機会を持つことができたことを鑑み、新型コロ
ナウイルス感染は未だ収束していませんが、この歩みを止めてはいけないとの思いから今回も開催することにいたし
ました。本年9月にLINK-J WESTが始動し、大阪にライフサイエンスハブウエストが開設されました。その大阪会場と
オンライン配信が加わったことで、より多くの方に参加いただけるようになりました。
　我が国では医療費増加が大きな社会問題となっていて、医療機器の輸入超過がその一因と指摘されます。その
解決には日本発の医療機器を開発し、世界に発信することが非常に重要です。医療機器は常にneeds-oriented
ですが、日本ではこれまで医療現場と企業の連携が十分とはいえない状況でした。MEDTEC INNOVATION 
symposium and pitchが大きな役割を果たして日本の医療のイノベーションを推進し、新たな医療機器が世界に発
信されることに寄与したいと願っています。

　本会のテーマにあるように、確かにコロナは世界を変えました。しかし、ただ「大変だ」といってやり過ごすの
ではなく、社会を進化させるきっかけにすべきです。
　イノベーションは科学技術を研究すればできるものではありません。従来の常識を変えることが必要です。これま
で日本人の多くは病気になれば病院に行けばいいと考えていました。しかしコロナにより家庭での健康管理やマスク・
手洗い・うがいなどセルフケアの重要性に気付きました。医療とセルフケアの両面に取り組み、そこに新しい技術を導
入すれば、コロナだけでなく今後の新たな感染症に対応することも可能になると思います。そのような取組ができるの
は、世界広しといえども日本だけです。我 な々ら世界に冠たる新しい医療とヘルスケアを生み出せると思います。
　本日は新しいものを作り出し社会を進化させるという視点に立った議論となることを祈念しています。

澤　芳樹

江崎　禎英

LINK-J 副理事長/ 
大阪大学大学院医学系研究科 外科学講座 心臓血管外科 教授

内閣府 大臣官房審議官*
（科学技術・イノベーション担当）   *:当時

主催者挨拶

来 賓 挨 拶

< 東京会場 >

< 大阪会場 >
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基調講演

宮田　裕章
慶應義塾大学医学部 医療政策・管理学教室 教授

コロナが我々の日常生活を一変し、New Normalの社
会が始まった。これから我々はどのような未来に向かっ
ていくのかについて考える。

New Normalの先にある新しい社会

演者

◆ New Normal の世 界 は
データで駆動している

◆日本におけるデータを活用
したコロナ対策

　コロナは 未 来 を 不 可 逆 的 に変

えました。 これ から 訪 れ る 未 来

は 2 0 1 9 年 に我々が 思 い 描 いて

い た 未 来 の 先 に は あ りま せ ん 。

そ の 主 な 要 因 は コ ロ ナ が 世 界

中 の 社 会と経 済 に 大きな 影 響 を

与 えたことで す。 米 国 で は 一 時

リーマンショックの 1 0 0 倍 超 の

失 業 者 数 に上り、 経 済 の 停 滞 に

よ り B l a c k  L i v e s  M a t t e r が

起こり、 大 統 領 選 挙 は当 初 の 予

想 を 覆 す 結 果 となりました。ド

イ ツ で は 巨 額 の 財 政 支 援 を 講

じ、 ベ ー シックインカ ム の 実 証

実 験 を スタ ートさ せ まし た。 こ

れまで 社 会 は 経 済 合 理 性 を軸 に

動 い て い まし た が 、 命 や 人 権 、

環 境 な ど 様 々 な 軸 の 中 で 社 会

を 創 る 時 代 に 転 換したとい えま

す。

　 歴 史を振り返ると、農 業 革 命 、

産 業 革 命 、 情 報 革 命 が ありまし

た。 イン タ ー ネット か ら 始 まっ

た 情 報 革 命 はここ数 十 年 が 助 走

であり、デジタルトランスフォー

メ－ション（ D X） により、これ

から 一 気 に 加 速 するとい わ れ て

い ま す。 そ れ に より 2 0 世 紀 は

石 油 が 世 界 を 駆 動 する資 源でし

た が 、 現 在 は デ ー タに 代 わって

います。 一 時 世 界 中 でマスクの

供 給 量 が 減り、 日 本 を 含 む 多く

の 国 が マスク不 足 による 混 乱 に

陥 っ たことは 記 憶 に 新 しいこと

で す。 し かしこの 時 、 デ ジ タル

化 が 進 ん だ 台 湾 で はマスクの 在

庫 デ ータを 管 理し適 切 に供 給 す

ることが で きた の で 、 人 々は 不

安 なく生 活 できました。 有 限 資

源 で あってもデ ー タを 利 用 する

ことで 、 状 況 は 全 く異 な ってく

るの で す。 マスク着 用 の 有 効 性

を W H O はようやく 6 月に 認 め

ました が 、 独 自 にデ ー タを 分 析

してい た 台 湾 で は 、 3 月 か ら 公

共 交 通 機 関 で のマスク着 用 を 義

務 付 けていました。 未 来 を 守 る

ため にもデ ータの 利 用 は 重 要 で

す が 、 日 本 で は デジタル 化 の 遅

れ て い ること が コ ロ ナ により 露

呈しました。

　2020 年 2 月に新型コロナウイ

ルス 感 染 が 日 本 で 拡 大し始 めま

したが、日本は十分な PCR 検査

を行える体制ではなく、海外のよ

うな ロックダ ウンや GPS による

経 路 追 跡を行える法 的 根 拠 があ

りません。 感 染 症 対 策 は 超 急 性

期 の 感 染 症 臨 床 医や封じ込め 戦

略 の 専 門 家 を中 心 に行 わ れます

が、 臨 床 段 階 に 入ってからで は

手 遅 れ だろうと考 え、 感 染 予 防

に 徹 底 す る た め、LINE を 活 用

した 個 別 情 報 提 供 システム「 新

型 コロナ 対 策 パ ーソナル サポ ー

ト（ 行 政 ）」プロジェクトを 3 月

5 日から神 奈 川 県で始めました。

このプロジェクトではデータを収

集するだけでなく、個別化した有

益な情報を一人ひとりにフィード

バックすることは可能なのか、そ

れをアンケートで実現可能なのか

を 科 学 的 に 検 証しました。 そ の

結果ある程度可能だろうと判断で

きたのが 3 月末でした。

< 東京会場 >
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◆DXの本質は体験価値を捉
えること

　その 頃 には 首 都 圏 全 体 に外 出

自粛 が 要 請され、 政 府 は 公 共 交

通 機 関 の 人 出 が 減 少したことで

自 粛 が 実 行 され ていると判 断し

て い まし た。 し か し Google に

依頼してデータを提供してもらう

と、 繁 華 街 の 人 出 は 減 少してい

ませんでした。そこで実態把握の

ため 厚 生 労 働 省 は LINE 株 式 会

社と協 力して 全 国 の LINE ユ ー

ザ ー を 対 象とする第 1 回「 新 型

コ ロ ナ 対 策 の た め の 全 国 調 査 」 

を 3 月 31 日 ～ 4 月 1 日 に 実 施

しました。 その 調 査 結 果 の 解 析

から感染リスクの高い職種や働き

方が分かってきたので、そこへの

対 策 を 強 化 することで 第 一 波 を

抑えることができました。

　 第 一 波 で は COVID-19 に 関

する科学的エビデンスがなく、世

界中がロックダウンを余儀なくさ

れ ました が、 総 力 をあ げ て 科 学

的エビデンスを積み上げていく中

で、 働 き 方 や日 常 生 活 のタイプ

別 にリスク管 理 す れ ば 感 染 を 防

げ る 可 能 性 の あることが 分 かっ

てきまし た。8 月 12 日 ～ 13 日

に実 施した 第 5 回 の 全 国 調 査で

は、どの 職 種 でも感 染 予 防 対 策

をしっかり行っている職場では発

熱者は少なくなっていました。感

染 予 防 対 策 の 徹 底 が 効 果 的と分

か っ た の で、Go to キャン ペ ー

ンでは感染対策をしっかり講じる

ことをキャンペーン認定の条件に

組み込みました。

　これ まで 我 々は、 未 来 は 予 測

できることを前 提にしていました

が、現実には予測せぬことが起こ

り得るものです。そのような時は

デ ータを 見 な がら一 歩 一 歩 進 ん

　ドイツで は コ ロ ナ により 賃 金

が 減った 労 働 者 に 対してわ ず か

数 日で 給 付 金 を 振り込 み、 行 動

制 限 が か かる中でも必 要 な 人 に

困 窮 の 度 合 いに応じた 支 援 を 提

供しました。 一 方、 日 本 で は 全

国 民 一 律 で 給 付 す るし か なく、

それ に 数 か 月を 要し、 多 額 の 経

費 を 要しました。 この 違 い を 生

ん だ の は デ ータ活 用で す。 デ ー

タ を 活 用 す れ ば 個 別 化 が 可 能

で、 誰 も取り残 さな い 世 界 を 実

現 す る こと が 可 能 に な り ま す。

そ れ が まさに New Normal の

コアの 1 つです。

　コロナ 下 でも結 果 的 に日 本 の

小・ 中・ 高 校 教 育 で は オンライ

ン 授 業 が 普 及 し ま せ ん で し た。

１クラス 全 員 で 同じ 授 業 を 受 け

ると習 熟 度 が 異 なるため、 教 師

はフォロ ー が 大 変 で す。 オンラ

イン 授 業 なら生 徒 の 習 熟 度 に 応

じた 個 別 の 授 業 を 進 めることが

で き る の で 誰 も 取 り 残 さ れ ず、

教 師 の 負 担 が 軽 減 できます。 そ

れ により教 師 は 本 質 に 踏 み 込 ん

だ 教 育 に 取り組 むことが 可 能と

なります。

　 金 融 業 界 で は 既 に D X が 進 ん

で い て、 日 本 で は FinTech の

導 入で 業 務 効 率 化 が 進み、 雇 用

削 減 が 始 まっています。 中 国 で

は 電 子 決 済 サ ービス企 業 がこれ

まで の 顧 客 デ ータに公 共 料 金 の

支 払 い 状 況 のデ ータを 組 み 合 わ

せ たことで 返 済 不 能 を 1/10 に

激 減させ、 生 命 保 険 会 社 は 顧 客

の デ ー タを 活 用して 病 気 になる

前 から健 康 維 持 に貢 献 する戦 略

に転 換して大きく成 長しました。

ま た Netf l ix は 良 質 で あ れ ば

ニッチ な テ ー マ の 映 像 コンテン

ツでも世 界 中 で 視 聴 され、 ビ ジ

ネスとして成 立 することを 示し、

コロナ下で大きく成長しました。

　D X の 本 質 は 体 験 価 値 を 捉 え

ることで す。 デ ー タを 活 用 す れ

でいくしかなく、道を照らしてい

くの が 科 学 の 役 割 で は な い かと

感じています。
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ば 一 人 ひ とり の 価 値 を 捉 え て、

個 別 化と包 摂 を 実 現 する体 験 を

提 供 できます。 既 に 体 験 価 値 を

軸にした戦略に転換しなければ、

大 企 業とい えども 生 き 残 れ な い

時 代 を 迎 えています。 統 治 者 で

は なく生 活 者 目 線 を 持 ち、 デ ー

タを 独 占 で は なく共 有 し、 短 期

収 益 至 上 主 義ではなく持 続 可 能

な 社 会 の 実 現 を 目 指 し て、「 最

大多数の最大幸福」ではなく「最

大 多 様 の 最 大 幸 福 」を考える国

や 企 業 がこれ からの 世 界 のリー

ダーになると思います。

　 こ の 潮 流 は 医 療 も 例 外 で は

な く、 E B M に 加 え、 禁 忌 や 併

存 疾 患 、 人 種 差 な ど 患 者 個 々

の 特 徴 と、 利 用 可 能 な 医 療 資

源 など地 域 個々の 実 情 を 考 慮し

て、 個 別 化した 最 善 の 医 療 を 提

供 す る 時 代 に 向 か っ て い ま す。

A I が 注 目 さ れ て 数 年 が 経 ち ま

した が 、 現 時 点 で ビ ジ ネスとし

て成 功しているの は 人 間 参 加 型

（ h u m a n  i n  t h e  l o o p ）とい

わ れ ま す。  2017 年の米 国の医

学雑誌 JAMA には AI 単独より AI

と人間を組み合わせた方が糖尿病

性網膜症の診断精度が高いことが

報 告されました。いずれは AI 単

独の時代が来るでしょうが、当分

の間は人間参加型での AI 運用が

考えられます。また遠隔医療とい

う新たな選択肢が増えた中で、こ

れまでの医療をすべて遠隔医療に

置き換えるのではなく、かかりつ

け医がどのような役割を担ってい

くかを考えるべきです。かかりつ

け医は地域全体の健康に貢献する

役割を担うことを考える時期では

ないかと考えています。

◆ 新しい社会の日常を共創する

　New Normal で は デ ー タ が

大きな 役 割 を 担 います。これま

で デ ー タは 国 や 巨 大 IT 企 業 が

独 占 し て い ま し た が、EU で は

個 人デ ータ保 護を規 定する一 般

デ ー タ 保 護 規 則（GDPR） を

2018 年から施行しました。これ

がブレイクスルーとなり、日本も

2019 年の G20 において「Data 

Free Flow with Trust」 を 提

唱しました。

　 石 油 などこれまで の 資 源 は 有

限 で 排 他 的 に 所 有されてきまし

た。しかしデ ータは 無 限 に 複 製

することが 可 能 で、しかも 共 有

することで 価 値 の 上 がる側 面 が

あります。 日 本 は デ ジタル 化 は

遅 れているもの の、 個々の 技 術

には優れたものがたくさんありま

す。 デ ータを 共 有 するため の 基

盤 を 創 ることが できれ ば、 日 本

の 新しい 可 能 性 が 開 けると思 い

ます。 政 府 で は 現 在マイナポ ー

タルを 活 用して個 人 の 健 診 デ ー

タが 閲 覧 できるシステム の 整 備

を 進 めていて、 将 来 的 には 電 子

カル テとの 連 動 が 検 討 され てい

ま す。 こ の ような 取 組 は WHO

でも推 奨しており、アメリカでも

行われようとしています。

　データを活用することで、病気

になる以 前 から健 康 状 態 を 管 理

することが可能となり、ヘルスケ

アの価値が大きく広がります。日

本では 認 知 症 に対し公 的・ 私 的

費用を合わせ約 15 兆円を費やし

ていますが、 中 等 度 以 上 の 認 知

症 になると治 療 の 手 立 てが あり

ません。しかしフレイルの段階な

ら自分たちで改善することも可能

です。 平 均 歩 行 速 度 は身 体 的フ

レイルのリスクに相関するといわ

れます。最近のスマートフォンの

バ ー ジョンアップ で は 平 均 歩 行

速度が表示されるようになりまし

た。また運動へのモチベーション

も 重 要 な の で、 楽しみ な が ら身

体 を 動 か すスマホゲ ー ムの 開 発

も進んでいます。一人ひとりのそ

の 時 の 状 況 に 応じたメニュ ーと

量で の 食 事 の 提 供 や、 その 時 の

体 調 に 合 わ せ た オ ー ダ ー メイド
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3rd

【基調講演】 New Normalの先にある新しい社会

サプリの 提 供も可 能となります。

病 気 を 治 療 するだ けで なく、 楽

しく生 きが い を 持 った 魅 力 的 な

生き方 をしてい れ ば 健 康 を 維 持

できるような時代が到来すると考

え て い ま す。GAFAM な ど で さ

え GDPR 施行など環境の変化に

より新しいフェーズに進もうとし

て い ま す。Google は “AI for  

Social  Good” を 掲 げ、 医 療・

ヘ ル スケア が 巨 大 市 場 になるこ

とを見越した Apple は医療・ヘ

ルスケアに貢献することを打ち出

しています。

　 社 会 の 豊 かさの 考 え 方も、も

の の 所 有 か ら well-being に

変 わりました。 そ れ も 一 人 だ け

の 幸 せ で は な く、Better  Co-

being を目 指 す 時 代 になりまし

た。 そ れ に は 医 療 だ けで なくあ

ら ゆ る デ ー タ を 活 用 し て 社 会、

Keynote Speech 

経 済、 文 化、 技 術 を 再 構 築 し、

新しい 社 会 を 共 創 することが 必

要 で す。 そ れ に 貢 献 することで

企 業 も新しい 価 値 を 生 み 出 すこ

とが できま す。 これ まで は 本 業

がどうで あっても 社 会 貢 献 す れ

ば 許 され ると 考 える 風 潮 が あり

ました が、 本 業 の 中 でど の よう

に 社 会 に 貢 献 できるか 問 わ れて

い ます。 事 実 そ のように 貢 献 し

てい る 企 業 は 成 長 してい ること

をデータは示しています。
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   講演  大企業の取組

医療における課題解決のため新たな部署を立ち上げた
GEヘルスケア・ジャパンの社会実装に向けたオープン
プラットフォームの取組について解説。

医療課題解決のための社会実装
～オープンプラットフォームによる共創

松葉　香子
GEヘルスケア・ジャパン株式会社 執行役員 
アカデミック本部長 兼 エジソン・ソリューション
本部長

　日本の医療課題はコロナにより

変わったわけではなく、既存の課

題がより一層浮き彫りになりまし

た。日本では少子高齢化に伴い疾

病構造が変化し、慢性疾患患者や

併存疾患を有する患者が増加して

いきます。そのため今後より多く

の医療や介護に従事する労働者が

必要となりますが、労働人口が減

少する中ではマンパワーの確保だ

けでなく、医療の質を保ちながら

効率を上げるキャパシティーの確

保が必要です。そのためITやAI、

ロボット技 術の活用を推 進し、リ

アルタイム・データに基づく行 動

変容を実現することが課題です。

　GE ヘルスケアでは病気になる

前から治療が終わった後まで一人

ひとりにあった質の高い医療を効

率 的 に 提 供 す る「プレシジョン・

ヘルス」を掲げています。その実

現には様々な研究機関や企業との

パートナーシップとそれぞれの強

みを共有できるプラットフォーム

◆オープンプラットフォーム
に よ る 共 創

◆日本の医療課題とGEヘル
スケア・ジャパンの取組

に基づくエコシステムの構築が必

要だと考え、様々な取組を進めて

います。

　 京 都 大 学と協 働 で 分 子イメー

ジングを活用したセラノスティク

スを推進し、より多くの患者さん

が高精度の診断や分子標的治療、

免 疫 療 法などの 個 別 化 医 療を受

けられるようになることを支援し

て い ま す。東 京 都 八 王 子 市 の 北

原 病 院グル ープ は 我々を 含 む 企

業と協働で、健診情報やアプリを

使って取 得した日常 生 活 の デ ー

タを蓄積・分析して、健康や二次

予防への行動変容を促したり、異

常時にアラートを送信するなどし

て、患者さん一人ひとりに応じた

プレシジョン・モニタリング の 導

入 により地 域 の 健 康 増 進 に寄 与

することが 期 待され ます。また、

これ ら の 事 例 を 通して医 療 分 野

に関わるAIデータサイエンティス

ト育成の必要性を実感し、慶應義

塾 大 学 の 医 学 部 の 先 生 方と工 学

部の学生、我々のITエキスパート

が 勉 強 会 を 開 き、AIデ ー タサイ

エンティストの育成や研究を促進

演者

し、そこで得られた知見を社会実

装につなげるプロジェクトを始め

ています。

　 医 療 や ヘルスケアの 提 供 モデ

ル は 現 在 の 病 院 中 心 から患 者さ

ん 中 心 に変 わろうとしています。

これ からは デ ー タを 蓄 積・ 共 有

するだけでなく、分析・最適化し

て患者さん一人ひとりにあった質

の 高 い 医 療 を 効 率 的 に提 供 する

時 代 で す。コロナ 禍 の 今、 デ ー

タ活用は必須の課題となっていま

す が、 日 本 は 遅 れているの が 実

情です。そこで我々は日本におけ

るデジタルソリューションを推進

するため、新たに「エジソン・ソ

リュ ー ション 本 部 」 を 2020 年

7 月に立ち上げました。これまで

我々が 機 器 の 運 用 効 率 やワーク

フローの改善、各種モダリティへ

の AI アプリケーション搭 載など

で培ったノウハウを活かし、社会

共 創 基 盤 の 実 装 を 進 め、 様々な

< 東京会場 >
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3rd

【講演】 医療課題解決のための社会実装
              ～オープンプラットフォームによる共創

医 療 課 題 の 解 決 に、より一 層 貢

献したいと考えています。

　エジソン・ソリューション本部

で は 画 像 診 断 AI の 社 会 実 装 へ

向け、我々が開発した Edison™ 

プラットフォームをインテリジェ

ントソフトウェアを開 発するため

のオープンプラットフォームとし

てソフトウェア開発企業と共有す

るプログラムを進めています。画

像診断領域では AI を活用した画

像 診 断 支 援 が 進 展し、 画 像 診 断

AI 開発に取り組む企業は世界中

で 250 社を超えました。これか

らの 課 題 は 質 の 担 保 です。 その

課 題 解 決には AI アプリケーショ

ンが正しく作られ、よいワークフ

ロ ー の 中で 適 切 に社 会 実 装され

ることが 必 要 だと考えています。

Edison™ プラットフォームには

開発されたアプリケーションが正

しく作られているか精度管理する

コンポ ーネントが 整っています。

AI は CT の寝 台 上での患 者さん

のポジショニングや所見レポート

の 作 成、 非 専 門 医 の 診 断 支 援な

ど様々な場面・目的で活用されま

すが、検査に最適な AI が自動で

ワークフローに組み込まれます。

国内の AI アプリケーション開 発

企業がこのプログラムに参加され

ることを期待しています。

　 さ ら に こ れ ま で 我 々 が 身 を

も っ て 学 ん で き た Business 

Intelligence の 知 見 を 活 か し

て、 医 療 現 場 の 皆 さまが ケア の

質 を 下 げ ず に働き方 や 効 率 を 改

善し、 課 題 を 解 決して次 の 成 長

へつなげていただけるよう、ご提

案 から PDCA サイクル に沿った

改 善 の 推 進・ 継 続 を 支 援したい

と考えています。これまで医療施

設 間での 患 者 情 報 の 共 有は 患 者

さん自らが CD などで持ち運んで

いましたが、強固なセキュリティ

を持つクラウドサービスをご提供

して、 患 者 デ ータの 共 有 を 安 全

かつ簡 潔 化し地 域 医 療 連 携 の 進

展に貢献したいと考えています。

　 医 療 分 野 でケアの 質 を 保ちな

がら企 業 が 成 長 するには、 まず

は 課 題 をしっかり認 識し、 体 験

価 値 を 一 緒 に作る中で 正 当な 対

価を受け取っていくことだと考え

ています。課題は依然として残っ

ていますが、共創や協働により切

り開いていきたいと思います。
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   講演  大企業の取組

◆ネットワークサポートシステ
ム（MINS)による手術のDx

◆ 国産初の手術支援ロボット
システム・hinotoriTMの誕生

　 株 式 会 社 メデ ィカロイド で は

hinotoriTM サ ー ジカルロボ ッ

トシステム が 2 0 2 0 年 8 月に国 産

初の製造販売承認を取得し、9 月

に泌 尿 器 科で 保 険 適 応となりま

した。hinotoriTMは大 阪 大 学 医

学 部 出身の 外 科 医で あった手 塚

治 虫 先 生 の 代 表 作 の 一 つ で、永

遠の命をテーマにした物語「火の

鳥」からネーミングしました。当

社 は 産 業 用 ロボ ットビジネス で

5 0 年以上の歴史と実績を持つ川

崎重工業株式会社と、臨床検査・

診 断 領 域 で 5 0 年 以 上 の 実 績と

経 験 値 を 持 つ シスメックス 株 式

会 社 が 2 0 1 3 年 に 設 立し た 会 社

です。日本はロボット大国として

知られ、世界の産業用ロボットの

大半を日本で生産していますが、

医 療 用 ロボットは 海 外 の も の が

ほ とん ど で、治 療 用 医 療 機 器 は

輸入超過となっています。我々は

国 産 の 医 療 用 ロボットを 作り世

界 に発 信 す ることを目 的 に事 業

ロボット大国日本初の医療用ロボットhinotoriTMには手
術のデジタル化を推進し、新たな医療の可能性を開拓す
ることが期待される。

hinotoriTMサージカルロボットシステム
による手術のDx 

浅野　薫
株式会社メディカロイド　代表取締役社長

を立ち上げました。医療用ロボッ

トを通じて「みん な」が 安 心して

暮ら せ る高 齢 社 会 を サポ ートす

ることをミッションとし、従 来 の

産 業 用 ロボット の 構 造 を 応 用し

た 医 療 用 ロボ ットシステム の 提

供と手術支援ロボットシステムの

提供を主な事業としています。

　 ひ と 昔 前 の 開 腹 手 術 に 比 べ、

腹 腔 鏡 下 手 術は 低 侵 襲で 患 者さ

んに優しい手技ですが、モニター

を見 な が ら体 内 に挿 入した 鉗 子

を操作するのは難しく、手首のよ

うに動かせないため、医師にとっ

ては難易度の高いのがデメリット

でした。その欠点を補うため手術

支援ロボットを用いたロボット支

援下手術が登場しました。ロボッ

ト 支 援 下 手 術 で は、ロボ ット 本

体 が 手 術 を 行 い、執 刀 医 は 少し

離れたところから操作します。ロ

ボットのアーム先端は自在に曲が

るロボット鉗子になっていて、腹

腔内で手首のように動き、手術が

容易になります。そのため現在で

は ロボット支 援 下 手 術 が 普 及し

ています。

　hinotoriTMは精細なフルハイ

ビジョン 3 D画 像で、細 か な 血 管

まで鮮明に見ることが できます。

人間とほぼ同じ太さの 4 本のアー

ム で 構 成 さ れ、ア ー ム は そ れ ぞ

れ 7つのモーターによって人間と

同じ7 自由度を持ち、人間に近い

動き が 可 能 で す。狭 い 場 所 で 肘

を折りたたむような動きができる

のが特徴の一つとなっています。

　 シスメッ クス で は 1 9 9 9 年 か

ら 顧 客 の 検 査 機 器 と シスメック

ス の サポ ー トセンタ ー を ネ ット

ワークで接続し、精度の保証や予

防 保 守 的 な サ ービス などを 行っ

て い ま し た。こ の 技 術 を 発 展 さ

せ 手 術 支 援 ロボット に 応 用し た

の がMedicaroid Intel l igent 

N e t w o r k  S u p p o r t  S y s t e m

（MINS）で す。検 査 機 器と違 い

手 術 支 援 ロボットで は 画 像 デ ー

タを送信するため、株式会社オプ

演者

< 大阪会場 >
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3rd

【講演】 hinotori サージカルロボットシステムによる手術のDx

ティムと共同開発をしました。こ

のシステムでは、ロボットの操作

ログ や 内 視 鏡 カメラ の 画 像、手

術室全体の映像などがネットワー

クを介してサポートセンターに送

信され、サポートセンターでは送

ら れ た 情 報 を 元 に 機 器 の セット

アップ や 手 術 モニタリング をし、　

インシデント発生時はリアルタイ

ム か つリモ ートに 適 切 な 指 示 が

できます。さらに手術室から送信

さ れ た デ ータを デ ータベ ー ス 化

し、AI解析やシミュレーターを用

い て更 な る付 加 価 値 を 提 供 す る

ことも可能です。このシステムも

オープンプラットフォームになっ

ています。

　このシステムを使って、リアル

タイムなリモートサポートによる

トラブル解決、データ解析による

手 術 全 体 の 効 率 化、手 技 の デ ー

タ 化 と 各 種 トレ ー ニングプログ

ラム 提 供 による医 療 技 術 の 伝 承

を支援してまいります。リモート

サポ ート はIoT技 術 を 使 っ て ロ

ボット の 状 態 を 把 握 し、医 療 現

場 を 遠 隔 サポ ート す る も の で、

Digital Twin 技 術 を 活 用 し、

hinotoriTMの稼働状態をサポー

トセンタ ー の サイバ ー 空 間 で 三

次元的に再現することや、術者の

操 作 を サポ ートセンタ ー で 視 覚

的に把握することができます。逆

にサポートセンターから現場にタ

ブレットやスマートグラスを通じ

て様々な指示を伝えることも可能

です。

　こ の システム で 得ら れ た デ ー

タ を デ ー タベ ー ス 化 し、AI解 析

やシミュレーションを加えること

で、手術の ベストプラクティスが

抽出可能です。それにより術前の

手術トレーニングや最良のアウト

カムを得られる手術のシミュレー

ションが可能と考えられます。ま

た 手 術 中 に 注 目 す べ き ポイント

のナビゲーションができると考え

て い ま す。さら に 手 術 室 で の 医

療スタッフ全体の動きを分析する

ことで、手術を効率化し、手術時

間を短縮することも可能になって

くると思います。自動手術につい

て は 車 の自 動 運 転と同 様 に段 階

を 踏 み な が ら、い ず れ は 可 能 に

なるでしょう。これまで手術は医

師の技量にかかっていましたが、

hinotoriTM サージカルロボット

システム を 使 うこと で 手 術 の デ

ジタル化ができます。それにより

様々な 新 た な 付 加 価 値 や サ ービ

スを提供して、医療に貢献したい

と考えています。
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パネルディスカッション

鈴木：「まず最初に3 人の講演を聞いた感想

をお願いします。」

澤：「宮田先生の宇宙レベルの視点に立った講演か

ら、我々のこれからの課題とそのソリューションの示

唆をたくさんいただきました。松葉さんの講演から

エジソンの志を脈 と々受け継ぐGEヘルスケアが日

本のイノベーションの現状を変えてくれる

ことを期待しています。浅野さんはま

さに我々の領域にイノベーションを起

こし、hinotoriTMがダヴィンチの牙城

に果敢に挑もうとしています。いずれ

心臓外科領域でhinotoriTMが大いに活

躍することを期待しています。」

 
内田：「デジタルトランスフォーメーションや

ICT、IoTの活用はコロナ以前から始まっていた

ものの、どこまで人の役割をテクノロジーが担う

のか、どこまでリモート化するのかを

我々は真剣には考えていませんでし

た。しかしそれらの社会実装の必

要性を実感させたコロナは大きな

ターニングポイントになりました。

宮田先生の講演では人間の幸せとは

何かを考えることが未来に対する我々の

責務だと感じました。」

（東京大学公共政策大学院、慶應義塾大学政策・メディア研究科　教授）鈴木    寛モデレータ

パネリスト 澤    芳樹（LINK-J 副理事長／大阪大学大学院医学系研究科 外科学講座 心臓血管外科 教授）

松葉 香子（GE ヘルスケア・ジャパン株式会社 執行役員 アカデミック本部長 兼 エジソン・ソリューション本部長）
浅野　薫（株式会社メディカロイド　代表取締役社長）
内田 毅彦（株式会社日本医療機器開発機構　代表取締役 CEO）

宮田 裕章（慶應義塾大学医学部 医療政策・管理学教室 教授）

アフターコロナにおける
医療のデジタルトランスフォーメーション 

● 鈴木 寛氏をモデレータに迎え、3講演の演者とピッチコンテスト審査員の内田 毅彦氏、澤 芳樹
先生をパネリストとするパネルディスカッションが、東京会場と大阪会場をつないで展開された。



13

3rd

【パネルディスカッション】 アフターコロナにおける医療のデジタルトランスフォーメーション

◆オーディエンスから寄せられた質問

◆コロナは世界のどこを最も変えたのか？

鈴木：「ありがとうございます。続いてオーディエン

スから質問が届いているので、ご回答をお願いしま

す。まずは松葉さんに『AIを用いた医工連携のお話

がありましたが、開発には技術力や組織力だけでな

く、担当者の熱意や泥くさい努力が不可欠ではない

でしょうか？』との質問です。」

松葉：「まさにご指摘のとおりです。医工連携では医

学部の先生が工学部の学生に集中的に医学の講義を

行い、それをものすごいスピードで学生が吸収して

フレッシュな発想でアプリを考え、それが臨床でどの

ような意義があるのかをディスカッションする

というセッションを、コロナの中も時に

はオンラインを交え、とにかく真面目

に地道に定期的に継続しました。これ

は関わってくださった皆さまとそれを

支える弊社担当者の情熱がなければ

成し得なかったと考えています。」

鈴木：「次に浅野さんへの質問は『①例えば北海道

の医師が沖縄の患者さんを手術するというような遠

隔手術も今後検討されているのでしょうか？、②ロ

ボット手術は現在どれぐらい普及しているのでしょ

うか？普及する上での課題や見通しは？』です。」

浅野：「①まさに今、外科学会と一緒に取り組むと

ころで、最大の課題は画像の遅延と通信障害時の対

応です。それらに対応するガイドラインを示せるよ

う実証実験しようとしています。ダヴィンチはまだ

できていませんが、我々は挑戦しようと思っていま

す。②前立腺がんに対するロボット支援手術は既存

術式に対する優越性が認められ診療報酬が高得点

だったことで一気に普及し、現在では8割程度がロ

ボット支援手術です。しかし現在ロボット支援手術

は4診療科の24術式で保険適応ですが、既存術式

に対する優越性が認められず、既存術式と同点数で

す。我々は優越性のエビデンスを示して、加算を目

指したいと考えています。加算されれば、多くの領

域でロボット支援手術の導入が進むでしょう。」

鈴木：「次は宮田先生に『データ共有の重要性は理

解しますが、個人のデータ管理権はどのようにお考

えでしょうか？』との質問です。」

宮田：「EUのGDPRでは、個人が自分のデータにア

クセスでき、忘れられることも可能で、1つのプラッ

トフォーマーに独占的に支配されるのではなく、移

動できる権利“Right to Access”が唱われています。

しかしいちいち同意が必要だと運用が滞るので、

データの運用ルール作りについてグローバルで本格

的に議論されています。日本でも様々な議論はあり

ますが、広く多くの人々がデータ利用できるルール

にしようという方針は理解されてきたと思います。」

鈴木：「この 10 年で医療は個別化医療に、

そして治療よりヘルスケアへと軸足を

移しつつありますが、さらにコロナ

は世界のどこを最も変えたのか、そ

れを今後我々はどのように発展さ

せればいいのかについてディスカッ

ションしたいと思います。」

宮田：「日仏独の公共放送が調査したところ、世

界の多くの人はコロナにより経済合理性より命や人

権、環境など大切なものがあることに気付き、それ

と同時にこの学びが無駄になる危機感も抱いていま

した。ただし日本人だけは突出してデジタル化が進

んでいないことに危機感を抱いていました。すなわ

ちようやく自分たちはデジタル化に遅れていること

に気付いたのです。日本では高齢者はスマホを使

えないからデジタル化は難しいと考えられています

が、中国ではテンセントが祖父母から孫にお年玉を

スマホアプリの電子決済で贈るとポイント付与され

るキャンペーンを行ったところ、孫にねだられた祖

父母が必至でスマホ操作を覚え、デジタル化が一気

に進んだという事例があります。今が大きなチャン

スなので、どうやって高齢者をデジタル化させるか

という視点で考えなければ、日本のデジタル化は進

まないでしょう。」
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パネルディスカッション

鈴木：「教育分野でも世界に比べ日本のデジタル化は

とても遅れていることが露呈しました。今でも多くの

大学はオンライン授業ですが、小・中・高校は 6 月

下旬頃から対面式授業に戻りました。もちろんこれ

を実現させた教育現場の努力は素晴らしいのですが、

デジタル化の進まないことが危惧されます。」

宮田：「グローバルのディスカッションでも低学

年の学習はフィジカル面が大切だといわれますが、

すべてを対面式に戻すのではなく、オンラインとい

う選択肢を加えた新しい教育の形に組み直すこと

は小学校においても必要だと思います。」

鈴木：「まさにそのとおりで、日本はアナログ or 

デジタルの一択で考える傾向がありますが、アナ

ログ and デジタルなら選択肢が増え、組み合わせ

も増えます。コロナだけでなく災害や病気などを

想定すると、アナログ and デジタルの発想に転換

すべきで、これは医療でも同じです。」

宮田：「医療もアナログ and デジタルの発想を取

り入れ、地域医療やかかりつけ医の役割をポジティ

ブな発想で新たに考えればいいと思います。」

内田：「ビジネス的にはオンライン会議はできます

が、不特定多数が集まって、いわゆる “mingling”

によりネットワークを築いたり情報交換する機会が

減ったことは大きなマイナス要因だと思います。デ

ジタル化で海外が近くなったといわれますが、海外

との新しい商談はコロナ以降減ったように感じてい

ます。個人的には家族と過ごす時間が増えたのはよ

かったのですが、人との触れ合いや付き合いが減る

ことによる子供たちの発達への影響が心配です。」

浅野：「検査機器・試薬を扱うシスメックス株式会

社と兼務している立場からは、PCR 検査が

日本全国に知れ渡ったことは大きな変

化でした。現在 PCR の検査体制が強

化されていますが、これをパンデミッ

ク収束後もインフラとして活用して、

医療の進歩につなげていくことを願って

います。また遠隔診療を進める上で、現在血液検

査は医療機関でなければ行えず、ネックとなってい

ることに気付きました。在宅で血液検査ができる仕

組みをつくることはできないかと思います。」

鈴木：「コロナのPCR 検査で整備された社会システムを

今後予防医療に活用することができるのではないかとい

うことですね。素晴らしい示唆をありがとうございます。」

浅野：「検査体制が整っていれば、予防医療も進

展すると思います。そして PCR 検査では感染予防

のため医療従事者や検査技師は大変な負担を負っ

ていますので、そこにロボットを投入できれば役割

は大きいのではないかと思っています。」

鈴木：「PCR 検査は医療と公衆衛生、経済活動の

3 つの観点から行われます。それぞれ求められる

精度が違うので、コストも違ってくるはずですが、

現在は混同されているように思います。それを区

別して合理的に検査をすれば、もっと検査を拡充

できるのではないでしょうか。」

宮田：「PCR 検査については精度とコストに加えて、

運用や政策も考える必要があります。日本は法律的

に中国や台湾、ニュージーランドのように陽性者

を強制的に隔離することができません。

その点も考慮して PCR 検査を運用し

ていく必要があります。そして何より

まずは感染予防を徹底することが重

要です。いくら検査体制を拡充しても、

しっかり感染予防しなければ状況は変わ

りません。そこは強調したいと思います。」

松葉：「私もコロナにより “mingle” が減ったことは

大きな変化だと感じています。既に旧知の関係ならコ

ロナ下でもパートナーシップや共創はできますが、新

しい関係を築くことにはハードルがあります。もちろ

ん新しい関係の構築をオンラインで始めていますし、

オンラインによってハードルが下がった面もあります

が、同じ空気の中で共感できるものがあるかどうかは、

辛いことを乗り越えて共創する中で非常に大切で、そ
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【パネルディスカッション】 アフターコロナにおける医療のデジタルトランスフォーメーション

◆メドテック業界への参入に必要な
心構えとは？

れをオンラインだけの関係で築くのは非常に難しいと

感じています。さらにコロナにより日本の “ 疑心暗鬼

文化 ” が浮き彫りになったと感じています。医療従事

者に感謝しようという呼びかけもありますが、我々の

メンテナンスサービス担当者が家族から辞めてくれと

頼まれて退職したり、本社の技術者が医療現場に出

張できなかったりしています。“ 罹ってしまって申し

訳ありません ” と思わせてしまう風潮を変えていかな

ければならないと思っています。」

澤：「コロナによる最大の変化は、個人的には時空間

の概念を変えたことだと思います。1 日で東京、名古

屋、九州、大阪での会議に出席するといった “ どこで

もドア ” 的な移動が可能になりました。それにより私

自身の働き方改革が極めて進みました。ただし世界

をみるとコロナに国境はないはずですが、コロナによ

り国力の差が如実に現れ、その差が政治に利用され

たり分断を深める傾向がみられ、コロナだけでなく世

界の病んでいく状況を懸念しています。」

鈴木：「最後に今後メドテック業界に参入するのに必

要な心構えについてお聞かせください。」

澤：「医療機器開発では目の付け所、すなわち着眼

点が大きなポイントなので、needs-oriented なアプ

ローチがいいと思います。コロナ下でもリモートでの

心臓リハビリテーション事業を展開する株式会社リモ

ハブが非常に好調です。心臓リハビリテーション自体

は以前から医療施設で行われており特別な技術では

ないのですが、それを在宅で行いたいというニーズを

見つけ出した着眼点が高く評価されています。」

宮田：「誰を健康に、well-being にするのかを明確に

イメージしていることが一番重要だと思います。医療

は命や健康が最優先される分野なので、他の産業より

命や健康へのコミットが厳しく問われます。裏を返せば

命や健康に貢献する明確なイメージがあれば、信頼が

得られ、可能性も広がるでしょう。データを使用する

信頼につなげていくことがこれからは非常に重要です。」

松葉：「特に日本においては、新たなアイデアに対

する率直なフィードバックを一度素直に受け入れる

心構えが重要だと思います。医療に携わる企業だか

らこそ、逆にオープンにならなければならないと感

じています。例えば大企業では突飛なアイデアでも

「そんなのは駄目だ」と決めつけるのではなく、一

度はじっくり聞いてみるべきです。新しい技術を開

発している企業やスタートアップは、大企業を使い

倒すぐらいの気概を持って向かってください。」

浅野：「医療の最終ゴールは個別化医療だと捉え

ているので、それにはデジタル化の発展は必須だ

と思います。医療用ロボットについてはこれまで日

本の多くの企業がチャレンジし、いいところまで進

みながら最終的にはリスクを考え断念した話を聞

いています。ですので、リスクを取る覚悟が必要

だと思います。医療業界は社会貢献が最も実感で

きる業界なので、やりがいがあります。」

内田：「医療機器では当局が基準を定めているな

ど、通常の機器製品とは追及する品質の基準が異

なり、その点も鑑みた上で、スピード感をもって

優位性のエビデンスがある製品を開発することが

求められると思います。」

鈴木：「それぞれの立場に立った示唆に富

むご意見をいただくことができました。

今回初めて東京会場、大阪会場、オン

ラインの三元開催となりましたが、新た

な形式でのシンポジウム開催が実証でき

たと思います。大阪は今、2025 年の万博

に向かっています。今後大阪が軸となりさらにイ

ノベーションを推進していくことを期待しています。」

Panel Discussion
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メドテックイノベーションピッチ

ー メドテックイノベーションピッチ ー 
 日本発革新的な医療機器や医療サービス等の誕生を目指すチーム 4 社

 ●2020年8月より登壇企業の募集を開始し、全国から寄せられた応募の中から厳正な書類審査を経て選
出された4 チームがプレゼンテーションを行った。5名の審査員による審査の結果、株式会社テクリコが
優勝した。

高精度二次元電気泳動法と独自AIが作り出す
タンパク質の網羅的解析技術 AI Proteomics®
WONG SING YING
（aiwell 株式会社 東京工業大学特別研究員、
   aiwell AI プロテオミクス協働研究拠点研究員）

クライオ電顕を用いた構造ベース創薬研究による
新たな創薬アプローチ
中井　基樹　（株式会社キュライオ 代表取締役社長CEO）

新たなテクノロジーを導入し安心できる
未来型急性期医療を創造する

MR技術を駆使した最先端
3Dリハビリテーションシステム「リハまる」

杉山　　崇　（株式会社テクリコ 代表取締役）

内田　毅彦　
  株式会社日本医療機器開発機構 
  代表取締役 CEO

池野　文昭　
MedVenture Partners 株式会社
取締役／チーフメディカルオフィサー

Kirk Zeller
US-Japan Medtech Frontiers, 
Board member

長谷川 宏之　
三菱UFJ キャピタル株式会社
執行役員

高宮　慎一　 
株式会社グロービス・キャピタル・パートナーズ
代表パートナー

者
場
出

員
査
審

中田　孝明　（株式会社 Smart119 代表取締役）

< 総 評 >
　4チームともレベルが高く、僅差の激戦となりました。4チームにはここをスタートとして頑張っていただきたいと思います。
　LINK-J でのピッチコンテストも4 回目を迎え、応募件数も増えています。今回は医療機器、デジタルヘルス、ヘルスケ
アサービスなど医療・介護領域におけるテクノロジーやアイデアを有する企業、チーム、個人、学生を問わず広く募集しま
した。過去に参加したスタートアップ企業が大きなビジネスにつながり成長している話も聞きます。このイベントがスタート
アップの登竜門になることを期待しています。　　　　　　　　内田　毅彦（株式会社日本医療機器開発機構　代表取締役 CEO）
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日本発革新的な医療機器や医療サービス等の誕生を目指すチーム 4 社

　 我 々 は 東 京 工 業 大 学 発 ベ ン

チャー 称 号 認 定 企 業 です。 様々

な 生 体 変 化 をタンパク質 の 特 徴

を 捉 え て 把 握 す る 高 精 度 二 次

元 電 気 泳 動 法 と 独 自 AI が 作 り

出 す「AI Proteomics®」 の

サービスを提供しています。「AI 

Proteomics®」 は 診 断 精 度 が

高く、 デ ー タは 画 像 化 され るの

で AI 解析に適しています。デバ

イスを小さくすることができるの

で、汎用デバイスを利用でき、そ

れによりビッグデータを蓄積する

ことが可能です。

　我々のテクノロジーは生体変化

を探るという非常にシンプルなも

のです。 薬 を 服 用 する前 後 や 病

気 の 前 後 などを二 次 元 電 気 泳 動

の 画 像 にし、AI で 比 較 しま す。

質 量 解 析 まで のアプ ロ ー チを 軽

減 し、 状 態 ごとの タン パ ク質 の

特 定 やバイオマーカー 候 補 の 探

索 を 簡 便 に行 います。 食 品 や 農

業、 獣 医・ 畜 産、 医 療・ 健 康・

スポーツなど様々な分野でプロテ

オミクスの利用が可能です。これ

まで の 創 薬 で は 仮 説 を 立 ててバ

イオマーカーを探索していました

が、疾患により変異したタンパク

質を見出しバイオマーカー候補を

探 索 することは 製 薬 企 業 の ニ ー

ズがあります。既に行動による生

体の変化や生体の異常時の変化、

物 質 の 生 体 に与える効 能・ 効 果

を 検 証した いとの 依 頼 が 多くの

公 的 機 関 や 企 業 からあり、 今 後

もニーズは増えると予測していま

す。プロテオミクスの市場は 1 ～

2 兆円で、2024 年までに年平均

10 〜 15 ％ 増 加 すると予 想 され

ています。我々はデータ取得法や

デ ータ取 得 装 置、 デ ータ処 理 に

関する特許を取得しています。

　 現 在 一 番 進 行しているの は 競

走 馬 の 疲 労 から起こる骨 折 や胃

腸 障 害 などの 予 兆 発 見 で、この

経 験を高 齢 者 の 骨 折 予 防 などに

応用することを考えています。ま

た 得られた 電 気 泳 動 画 像 をデ ー

タベ ー ス 化 することで、 将 来 的

には 細 胞レベ ルで が ん や 病 気 を

早 期 発 見 するビ ジネスにつ な げ

た いと 考 え て い ま す。3 ～ 5 年

以 内 に は 特 定 疾 患 の 一 次 ス ク

リー ニング サ ー ビ ス の 提 供 を目

指しています。

高精度二次元電気泳動法と独自AIが作り出す
タンパク質の網羅的解析技術 AI Proteomics®

WONG SING YING
（aiwell 株式会社 東京工業大学特別研究員、
   aiwell AI プロテオミクス協働研究拠点研究員）
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　我々はクライオ電子顕微鏡を用

いて新しいアプローチの創薬事業

を行っています。クライオ電子顕

微鏡は 2017 年にノーベル化学賞

を受賞したことを皮切りに、昨今、

非常に高い注目を浴びている電子

顕微鏡です。1 機 5 億円前後と非

常に高価ですが、電圧サイズの違

うものを複数台組み合わせて使用

します。X 線結晶構造解析と違い、

生体構造を染色や結晶化すること

なく、生のまま凍らせて観察できる

のが一番の特徴です。これにより、

理論的にはほぼすべてのヒトのタ

ンパク質が解析可能となりました。

　我々の新しい創薬のアプローチ

では、ターゲットとなるタンパク質

の構造を解析し、構造を理解した

上でそこに当てはまる化合物を逆

算する形で創ります。そのため時

間的・経費的に効率的な創薬研究

が 可 能です。この技 術を用いて、

自社創薬事業、共同研究創薬事業、

基盤技術研究を行っています。特

に基盤技術研究では独自の基盤解

析技術を企業や研究室と共同研究

しており、特許化することで我々だ

けが構造解析可能なものが出てく

ると考えています。2020 年 10 月

には AMED の新型コロナウイルス

治療薬研究開発に採択されました。

　クライオ電子顕微鏡はハードが

あれば誰でも使えるものではなく、

世界的にクライオ電子顕微鏡の技

術者は不足しています。国内でも

クライオ電子顕微鏡を使いこなせ

る研究室や組織は限られ、この技

術を使っている国内の同業他社は

1 社のみです。我々は東京大学の

濡木 理先生の研究室と共同研究を

結ぶことで、クライオ電子顕微鏡

のノウハウを蓄積・共有しており、

そこが我々の強みの一つです。事

業計画としてはこれまでに受託検

証期、創薬準備期を終え、創薬加

速 期に入ろうとしています。2 年

後には 10 件の創薬パイプラインを

持つことを目標にしています。現

在はクライオ電子顕微鏡が有効な、

構造解析がなされていないため創

薬に辿り着けていない領域や X 線

結晶構造解析では構造解析が不十

分であった領域をメインのターゲッ

トにしており、そこは市場としても

魅力的なものがまだまだ多く存在

していると考えています。

クライオ電顕を用いた構造ベース創薬研究による
新たな創薬アプローチ

中井　基樹　
（株式会社キュライオ 代表取締役社長CEO）
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　私は救急集中治療領域の現役の医師

です。早く正しい救急医療実現のため

のスマートな患者情報収集・処理・共

有システムの開発が 2016 年に AMED

の研究開発事業に採択され、そのシ

ステムを社会実装するために株式会社

Smart119 を設立しました。日本での

救急要請件数は年々増加し、搬送時間

も年々増加しています。この傾向は全

国でみられ、病院に搬送される前の活

動を最適化することは日本全体の社会

問題です。そこで課題となるのは情報

伝達です。従来の救急搬送の手順で

は、患者さんが 119 通報すると指令セ

ンターにつながり、救急車を配車しま

す。現場に到着すると救急隊はデータ

を取り、それを紙や手に書き留めて30

秒から1 分程度でその情報を病院に伝

達します。このようなアナログな伝達方

法では情報が適切に伝わらず、非効率

的でたらい回しの原因になります。

　この課題を解決するため、新しい救

急医療情報伝達システムを開発しまし

た。我々のシステムではリアルタイム

に救急隊や医療機関が情報共有できま

す。スマートデバイスを用いた変換精

度の高い音声入力にしたことで多忙な

現場の負担が軽減し、救急隊員はやる

べき作業に集中できます。さらに我々

は救急隊員がスマートデバイスに症状

を入力すると脳卒中や心筋梗塞の予測

確率が表示される予測診断アルゴリズ

ムを開発しています。予測結果に応じ

て専門病院へ搬送することが可能です。

千葉市では予測結果のデータを 2018

年から蓄積していて、精度は向上して

います。また個人の保険証や診察券、

受診歴などをデータ化して保存すること

ができる個人向けアプリを開発していま

す。このアプリは家族とつながり、救

急隊や医療機関と情報共有ができるの

で、様々な緊急時に対応できるように

なっています。

　私自身が現役の臨床医であること

や、臨床現場の様々なエキスパートや

AI・ICT のエンジニアと協力して独創的

な発想で新しい課題に取り組んでいる

ところが我々の強みだと考えています。

我々の救急医療情報伝達システムは

2020 年 7 月から千葉市で実装されまし

た。2019 年に予測診断アルゴリズムが

AMED の研究開発事業に採択され、さ

らなる研究開発を進めています。救急

医療現場の課題を解決し、患者さんの

転帰をよくすることで、よりよい救急医

療の実現に貢献したいと考えています。

新たなテクノロジーを導入し安心できる
未来型急性期医療を創造する

中田　孝明　
（株式会社 Smart119 代表取締役）
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　私は元々主にスマホゲームや VR（仮

想現実）アプリなど、エンターテイメ

ント系のソフトウエアを開発するエン

ジニア社長でした。数年前に知人が

脳卒中で倒れ、リハビリの現状を目の

当たりにして、VR や MR（複合現実）

を使ったリハビリができないかと考え、

この事業をスタートしました。

　脳卒中や認知症など様々な疾患によ

り起こる脳の障害は高次脳機能障害と

呼ばれ、回復のためには辛いリハビリ

が必要です。その際行われる検査は紙

と鉛筆を使った二次元の検査で、患

者さんは試験を受けさせられているよ

うな気分になり、日常生活空間は三次

元であるため不十分だといわれます。

また積み木などのトレーニングは屈辱

的に感じてドロップアウトすることがあ

り、多くのトレーニングは効果が定量

化されていません。

　そこで我々は現実空間の中に CG を

浮かび上がらせる MR の技術を用い

て、日常生活の中で効率よくリハビリ

を行うシステム「リハまる」を開発し

ました。関西医科大学との共同開発に

より医学的エビデンスを蓄積していま

す。二次元だった検査を三次元の検

査に置き換えたことで、より軽微な症

状が検出できるようになりました。ゲー

ム感覚で取り組めるトレーニングは既

存のものより高い効果が得られ、患者

さんも楽しめるのでドロップアウトが少

なくなりました。診断結果は即座に点

数化され自動的に記録されます。患者

さんの視線履歴など行動履歴もデジタ

ル化して定量化されます。見当識や記

憶力など認知機能に応じたリハビリコ

ンテンツを揃え、今後もコンテンツを

追加する予定です。リハビリテーショ

ン医学会では 2 期連続で受賞し、各種

メディアでも紹介され、最先端のリハ

ビリシステムとして注目されています。

　VR を使ったリハビリも登場していま

すが、VR では完全に別世界になるため、

転倒リスクや VR 酔いが懸念されます。

MR ではそのようなことはなく、現場で

安心して使用されています。MR を使っ

たものは他にはなく、特許も申請してい

ます。今後は軽量なデバイスを用いた

在宅リハビリも展開する予定です。関

西医科大学に加え京都大学との共同研

究もスタートし、エビデンスを蓄積し、

医療機器として承認・保険適用される

ことを目指しています。データの蓄積に

より将来的には認知症の予防につなげ

ていきたいと考えています。

MR技術を駆使した最先端
3Dリハビリテーションシステム「リハまる」

杉山　　崇　
（株式会社テクリコ 代表取締役）
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企業・団体名  株式会社 iCorNet 研究所
重症心不全と致死的不整脈に対する画期的治療法である心臓サポートネット治療の研
究・開発と製造を行うアカデミア発ベンチャー企業（名古屋大学ベンチャー企業 038
号）。先駆け審査指定制度の選定を受け、医師主導治験を 2021年度に予定している。

http://icornet.jp
企業・製品紹介  心不全患者毎に設計製造された心臓サポートネットは心臓に装着後
直ちに心機能を改善します。導電性繊維を組込んだネットでは致死的不整脈を従来の
2％の低エネルギーで除細動を可能し、無痛性除細動治療に道を開きます。

企業・団体名  Inno BioScience 株式会社
肝疾患（NASH/ 肝硬変）に対する細胞治療薬及びアンメットメデイカルニーズの
高い医療機器の国内導入及び開発を目的にスタートアップした会社。

http://www.inno-bioscience.co.jp/
企業・製品紹介  無線 LANとモバイルサポート機能を搭載した IoT デバイスで
AI アルゴリズムによるバイオマーカーとCOVID-19 の特性を分析し陽性 /陰性
の検査結果を 2分以内で判定。

企業・団体名  株式会社クアトロメディカルテクノロジーズ
医療の現場には、たくさんの埋もれている課題があります。私達クアトロメディ
カルテクノロジーズは、医療現場の本質的なニーズを見つけ出し、その解決策と
なる医療機器を開発しています。私達の革新的な製品で世界の医療を発展させ、
人類社会への貢献を目指します

https://www.quattromedical.com/jp/
企業・製品紹介  内頸静脈穿刺時の成功率を高めるために開発した超音波ガイド下穿刺補助
器具は、患者の皮膚に補助器具を貼り付ける新しい方法で、低コストかつ直感的な操作によ
り安全で成功率の高い簡易な穿刺を可能とします。

企業・団体名  株式会社サイトパスファインダー
弊社は、遺伝子機能解析ツール開発を通じて、新しい医薬品開発や治療法
開発に貢献できる技術開発、研究開発を進めています。基幹技術である固
相トランスフェクションを応用した製品開発をビジネスモデルとし、研究
開発のお役に立てることを目指しています。

https://www.cytopathfinder.com
企業・製品紹介  弊社は産総研技術移転ベンチャーで、siRNA,miRNA, プ
ラスミドDNAなどの核酸を培養細胞に導入するための培養容器底面にト
ランスフェクション複合体を固相したプレート、及び固相プレートを応用
した製品を提供しています。

企業・団体名  株式会社志成データム
独自開発の脈波解析アルゴリズムを基に、社会的課題である循環器系疾患の医療精度向
上と医療費削減に貢献を目指すデバイスメーカーです。国内外上場企業（CYBERDYNE、
亜洲光学）と連携して事業を展開しています。第二種医療機器製造販売業。

http://www.shisei-d.co.jp/
企業・製品紹介  血圧計と同じ簡便さで心血管機能指標API,AVI の測定を実現した医
療機器「全自動型医用電子血圧計 PASESA」は医療施設、職場、公共施設などで生活
習慣病の早期予防・診断・治療に威力を発揮します。

株式会社クアトロメディカルテクノロジーズ
代表取締役(CEO) �桐野 宙治
E-mail:info@quattromedical.com

連絡先

超音波ガイド下穿刺補助器具

使い方は至って簡単!!!

マーキング

貼り付け

穿刺
2020年内、上市予定

方向OK！
角度OK！

HEPA

クラウド技術を用い即時報告、追跡
監視も可能

● ウェブの基盤ユーザー・イン

ターフェースが個別IDを自動作成

2分で検知
指定されたデバイスへ結果を送信

● 30個の生物指標（バイオマーカー）を検知しAIアルゴリズムで

COVID-19の特性を照合、陰性陽性を判断。

COVID-19に関する新しいデーターやウィルス変異にも対応。

ウィルス識別の学習アルゴリズムでソフトを常に最新化。

1時間・1台で20人の検査が可能

個人情報が不要！ 無線LANとモバイルサポート機能を
搭載したIoTデバイス

3回〜4回、息を吹き入れる

受信データを新情報としてAIデータベースに保存、
検査回数増加と共に精度がいっそう上がる。

COVID-19

紫外線自動殺菌機能（UV)を搭載

Inno BioScience

クラウドネットワークイメージ

教育分野

企業・工場分野

スポーツ分野 観光分野

クラウドネットワーク

医療分野

救急隊分野

ビックデーター管理
ブレサライザー機器管理

2分で結果

イベント・コミュニティー分野

検査 検査

2分で結果

全てのデーター

検査

2分で結果

検査

2分で結果

検査

2分で結果

検査

検査

介護分野

生活分野 生活分野

検査

10

Inno BioScience

iCorNet Presenter ：

社会的課題：心不 パ ッ ：心不 数＞ 2600万人 症心不 数＞数 万人
Unmet needs: 適応 る治療 がな

✓
心機能 運動能の大幅な

✓ 先
2021年治

✓ シ ー :2021年3
✓ 市場 （ 数 億円）

i = individual design ( 設 ） & integrated architecture (心不 不整脈治療の 機能)
Cor 心臓
Net 

設 心臓サポートネット
低 装 ール

2

： イラー イ 心臓サポートネット

ッシ ：

心臓サポートネットによ 症心不 治療 致死的不整脈治療に を す!!

心臓3 ル

導電性繊維電極心臓サポートネット（ビーグル犬）

0.3J （無痛性レベル）
心室細動 正常リズム

無痛性除細動を可能にする導電性繊維電極心臓サポートネット
⇒致死的不整脈治療のパラダイムシフト（＞1000億円市場の創設）

現行植込み型除細動装置（ICD）の問題点
1.高エネルギー通電（800V & 35J)⇒心機能低下、催不整脈
2.意識消失後の治療⇒自動車運転禁止（＝失職）
3.意識下の除細動通電⇒心的外傷後ストレス障害（PTSD)発症

導電性繊維電極心臓サポートネット
1. 無痛性レベルの除細動閾値（<0.7J）の達成

現行ICD除細動エネルギ-の1/50以下
2. 意識下除細動が可能⇒就業維持
3. PTSD回避⇒適応症例の大幅な増加

vs.

社会的課題：

致死的不整脈による心臓突然死＞日本数万人/年、米国＞20万人/年

vs.

Homepage: http://icornet.jp, 連絡先：info@icornet.jp or takita@icornet.jp
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企業・団体名  株式会社スペーシス（仮称）
当社は、保有する極小型衛星Cubesat の開発技術を基に、Cubesat によるコンパクト
な宇宙環境に近い暴露空間を提供し、先端医療技術開発や新物質創造等支援、及び低軌
道衛星通信網の新規構築と医療情報向けを主とする衛星通信サービスを提供する。

http://www1.aut.ac.jp/̃nishio-lab/index.html
企業・製品紹介  Cubesat（1 辺 10cm立方体が基本サイズ）は、既存衛星に比べて
製造から維持まで圧倒的に低価格である。低軌道衛星通信網は低価格に地上通信を補完
し、AI・IoT を根幹とするグローバル通信を実現する。

企業・団体名  株式会社 do.Sukasu
人の個性は脳で決まる！ do.Sukasu は脳の情報処理特性を透かしそれを個性と認
めることで各個々人が社会で活躍することができる「優劣ではなく個性に寄り添う
社会」の実現を目指している企業です。

https://www.dosukasu.co/
企業・製品紹介  デジタルヘルスケアにおけるオープンイノベーションの一環と
して立ち上げたスタートアップ。本展では、脳の情報処理特性を考える上で特に
重要となる視空間認知特性を把握・提示、すなわち「透かす」プロトタイプ「VR 
de.Sukasu」のデモを行う。

企業・団体名  株式会社トラステック愛知
商号：株式会社トラステック愛知
所在地：愛知県名古屋市中川区万町 1803番地
設立：平成 16年 11月 25日
資本金：1525万円（資本準備金 525万）
代表取締役：辻　武彦

事業内容：
置装測計護保形ルタジデ ・

　（電源監視装置）製造・販売
・設備保守 /管理サービス
・二次電池充放装置の点検校正
・除菌装置製造・販売
従業員数：12名

http://tri-n.co.jp/
企業・製品紹介  ◇除菌装置◆除菌装置
・Weraser 定測で度精のmpp10.0度精高をスガ素塩化酸二　塔令司の菌除間空 　）いけ（計

resareW ・  霧噴で子粒の㎛01。置装菌除型ンゴワいすやしが動移　器霧噴水素塩化酸二化定安 ）くずし（雫
resareW ・  御制にmpp02らかmpp500度濃スガ素塩化酸二い行を信通線無と計　　置装菌除型ンゴワ ）でなか（奏

企業・団体名  ノバセラ株式会社
ノバセラ株式会社は、2016年 8月にスタートした再生医療を主な事業とするベンチャーです。
本業以外に医療ビッグデータを用いた事業があります。その医療ビッグデータの収集方法に高
機能イヤフォンを用いて、患者様や使用者の背板情報をクラウドに上げて解析するビジネスを
推進いたします。

https://novumcella.com/
企業・製品紹介  Cardiophone は、高音質のイヤフォンで元ソニーの技術者が開発しました。
これにセンサー技術を取り入れて脈波、体温、酸素分圧濃度等を測定することを可能としました。
使用者は上質の音楽を楽しみながら健康管理ができるという優れものが弊社の製品です。

「Cardiophone」システム
本インテリジェンスイヤフォンは血管狭窄によってステント手術をされた方の予後観察をする機器です。

ステント手術をされた方のうち半年後の再発率は1割程度有り、心臓が鷲掴みになるような狭心症に不安を抱き
ながら術後の生活を送られています。

そこで、日常生活の中で可能な限り今までの生活様式を変えることなくご自身の状態の把握とかかりつけのお
医者様と連携できる仕組みを作るということが本システムの趣旨です。

ホルター心電図を含む心電図(ECG)を今までの生活様式を変えることなく利用し続けることは困難です。

また、スマートウォッチ型ですと、装着度や腕の振りなどの動きの影響を受けます。

そこでイヤフォンに着目し、試作機を作成し装着度含めてバイタルデータ取得の検証を進めた結果、イヤフォン
から取得された脈波データから取り出したある情報と心電図(ECG)が取得する情報が同等であるとのエビデンス
を得ることができております。

ノバセラ株式会社

出展企業・団体紹介
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企業・団体名  株式会社スペーシス（仮称）
当社は、保有する極小型衛星Cubesat の開発技術を基に、Cubesat によるコンパクト
な宇宙環境に近い暴露空間を提供し、先端医療技術開発や新物質創造等支援、及び低軌
道衛星通信網の新規構築と医療情報向けを主とする衛星通信サービスを提供する。

http://www1.aut.ac.jp/̃nishio-lab/index.html
企業・製品紹介  Cubesat（1 辺 10cm立方体が基本サイズ）は、既存衛星に比べて
製造から維持まで圧倒的に低価格である。低軌道衛星通信網は低価格に地上通信を補完
し、AI・IoT を根幹とするグローバル通信を実現する。

企業・団体名  株式会社 do.Sukasu
人の個性は脳で決まる！ do.Sukasu は脳の情報処理特性を透かしそれを個性と認
めることで各個々人が社会で活躍することができる「優劣ではなく個性に寄り添う
社会」の実現を目指している企業です。

https://www.dosukasu.co/
企業・製品紹介  デジタルヘルスケアにおけるオープンイノベーションの一環と
して立ち上げたスタートアップ。本展では、脳の情報処理特性を考える上で特に
重要となる視空間認知特性を把握・提示、すなわち「透かす」プロトタイプ「VR 
de.Sukasu」のデモを行う。

企業・団体名  株式会社トラステック愛知
商号：株式会社トラステック愛知
所在地：愛知県名古屋市中川区万町 1803番地
設立：平成 16年 11月 25日
資本金：1525万円（資本準備金 525万）
代表取締役：辻　武彦

事業内容：
置装測計護保形ルタジデ ・

　（電源監視装置）製造・販売
・設備保守 /管理サービス
・二次電池充放装置の点検校正
・除菌装置製造・販売
従業員数：12名

http://tri-n.co.jp/
企業・製品紹介  ◇除菌装置◆除菌装置
・Weraser 定測で度精のmpp10.0度精高をスガ素塩化酸二　塔令司の菌除間空 　）いけ（計

resareW ・  霧噴で子粒の㎛01。置装菌除型ンゴワいすやしが動移　器霧噴水素塩化酸二化定安 ）くずし（雫
resareW ・  御制にmpp02らかmpp500度濃スガ素塩化酸二い行を信通線無と計　　置装菌除型ンゴワ ）でなか（奏

企業・団体名  ノバセラ株式会社
ノバセラ株式会社は、2016年 8月にスタートした再生医療を主な事業とするベンチャーです。
本業以外に医療ビッグデータを用いた事業があります。その医療ビッグデータの収集方法に高
機能イヤフォンを用いて、患者様や使用者の背板情報をクラウドに上げて解析するビジネスを
推進いたします。

https://novumcella.com/
企業・製品紹介  Cardiophone は、高音質のイヤフォンで元ソニーの技術者が開発しました。
これにセンサー技術を取り入れて脈波、体温、酸素分圧濃度等を測定することを可能としました。
使用者は上質の音楽を楽しみながら健康管理ができるという優れものが弊社の製品です。

「Cardiophone」システム
本インテリジェンスイヤフォンは血管狭窄によってステント手術をされた方の予後観察をする機器です。

ステント手術をされた方のうち半年後の再発率は1割程度有り、心臓が鷲掴みになるような狭心症に不安を抱き
ながら術後の生活を送られています。

そこで、日常生活の中で可能な限り今までの生活様式を変えることなくご自身の状態の把握とかかりつけのお
医者様と連携できる仕組みを作るということが本システムの趣旨です。

ホルター心電図を含む心電図(ECG)を今までの生活様式を変えることなく利用し続けることは困難です。

また、スマートウォッチ型ですと、装着度や腕の振りなどの動きの影響を受けます。

そこでイヤフォンに着目し、試作機を作成し装着度含めてバイタルデータ取得の検証を進めた結果、イヤフォン
から取得された脈波データから取り出したある情報と心電図(ECG)が取得する情報が同等であるとのエビデンス
を得ることができております。

ノバセラ株式会社

出展企業・団体紹介 出展企業・団体紹介

企業・団体名  株式会社フジキン
超精密ながれ（流体）制御システムのトップランナーとして特殊バルブ機器類だけでなく、陸・
海・空・宇宙の多彩なフィールドで社会に貢献、ライフサイエンス分野では先端技術を使っ
たポータブル超音波診断装置や医用画像遠隔読影システム等の事業を推進しています。

https://www.fujikin.co.jp/lifescience/medical/
企業・製品紹介  超音波診断装置MUSシリーズは「いつでも・どこでも使用できる」をコ
ンセプトにしたポータブルエコーです。プローブを弊社指定のパソコンやタブレット機器
（Windows ＆ Android）に接続するだけで画像診断が出来るので、在宅診療や往診でもご
使用頂けます。

企業・団体名  株式会社ベア―メディック
創業時はCITIZEN時計の協力工場として腕時計部品を生産していました。その後、メディ
カル事業部を発足し縫合材料の製造販売を開始。現在は縫合材料だけでなくチタン製・ス
テンレス製、プラスチック製などの医療機器を製造販売しております。

http://www.bearmedic.co.jp/
企業・製品紹介  当社は国産医療機器メーカーとして約 40年の実績がございます。特に
形成外科、整形外科、脳神経外科の領域で使用する縫合材料やチタン製の骨接合材料など
を製造販売しております。

企業・団体名  マイキャン・テクノロジーズ株式会社
iPS 細胞等から研究用特殊血球細胞を作成し、新型コロナ感染症や免疫系疾患の研究ツールとしてご提供して
います。再生医療技術を用いた細胞デザイン力でニーズにマッチした細胞を作り上げ、製薬研究、機能性製品
開発研究（食品、化粧品、化成品等）を進展させるお手伝いをいたします。

https://www.micantechnologies.com/home-2
企業・製品紹介  
■Mylc 細胞（未成熟樹状細胞様）および評価キット　　　　　■Mpv細胞
　感染症研究用（新型コロナやデング感染研究など）　　　　　   マラリア研究用
　免疫炎症研究用（創薬研究、食品等評価など）　　　　　　　　その他バイオ研究用 
　安全性評価用（皮膚感作性動物試験代替アッセイなど）

企業・団体名  株式会社モンキャラメル
心肺蘇生講習用教材開発・販売
緊急時における患者情報の伝達に関わる資機材・ソフトウェアの開発・販売

qqtag.jp　　119aed.jp
企業・製品紹介  救急タグは、救急搬送時にカードおよび ICチップを用いて
救急隊あるいはバイスタンダーに情報を伝達するタグ類です。

企業・団体名  PIA 株式会社
当社は第一種医療機器製造販売業を保有し、コンタクトレンズ、次亜塩素酸水、
CBD製品等を販売しています。現在、心臓シミュレータという技術を活用し、
従来にはない新たなプログラム医療機器の開発・事業化に取り組んでいます。

http://www.pia-corp.co.jp/
企業・製品紹介  心臓シミュレータとは、スーパー
コンピュータの演算能力を活用し、臨床データを
元に個人の心臓を忠実に再現する技術。その上で、
CRT や先天性心疾患等を対象としたシミュレー
ションや医療教育コンテンツを研究開発中。
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主　　催 一般社団法人ライフサイエンス・イノベーション・ネットワーク・ジャパン（LINK-J）

後　　援 文部科学省、厚生労働省、経済産業省、東京都（名刺交換会は後援の対象外）、
一般社団法人日本医療機器産業連合会

協　　力
一般社団法人日本バイオデザイン学会、
国立大学法人大阪大学大学院医学系研究科・医学部附属病院　産学連携・クロスイノベーションイニシアティブ、
独立行政法人　中小企業基盤整備機構、大阪商工会議所

共　　催 株式会社日本医療機器開発機構（JOMDD）、MedVenture Partners 株式会社、
US-Japan Medtech Frontiers


